
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

留
萌
市
で
は
、
平
成　

年
3
月

１２

に
「
第
１
次
財
政
健
全
化
計
画
」、

平
成　

年　

月
に
「
第
２
次
財
政

１７

11

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
行
財
政

運
営
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
平

成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で

１７

２１

の
５
年
間
を
集
中
取
組
期
間
と
し

て
数
値
目
標
を
揚
げ
、
経
費
の
圧

縮
や
公
的
資
金
の
借
り
換
え
な
ど

の
取
組
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
６
月
「
地

１９

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
留
萌

市
全
体
で
財
政
の
健
全
化
が
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ま
ま

市
立
病
院
の
赤
字
（
今
年
度
末
で

約　

億
の
累
積
赤
字
）
が
拡
大
し

３５
続
け
れ
ば
「
財
政
再
生
団
体
」
へ

の
転
落
が
確
実
と
な
り
、
何
と
し

て
で
も
赤
字
を
解
消
し
、
財
政
再

生
団
体
転
落
を
回
避
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
赤
字
解
消
に
向
け
、
留
萌

市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
や
留

萌
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
な
ど

で
幾
度
と
な
く
議
論
を
交
わ
し

「
留
萌
市
財
政
健
全
化
計
画
（
検

討
案
）」
を
、
市
立
病
院
は
「
留

萌
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
（
検
討

案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
内
容
は
、　

億
円
を

３５

７
年
間
で
解
消
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
直
接
係
わ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
見
直
し
や
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
す
る
予

算
の
削
減
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

留
萌
市
で
は
、　

月
５
日
か
ら

１１

市
内
７
会
場
に
お
い
て
、「
市
政

懇
談
会
」
を
開
催
し
、
延
べ
２
５

２
名
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き

た
計
画
の
検
討
案
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、「
職
員
給
与
」「
温
水
プ
ー

ル
ぷ
る
も
」「
税
率
の
引
き
上
げ
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」「
市

議
会
」「
病
院
経
営
」
な
ど
、
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
に
、
多
く
の
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
、

そ
れ
に
対
す
る
市
長
・
病
院
長
の

回
答
に
つ
い
て
、
一
問
一
答
形
式

で
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「留萌市財政健全化計画」「市立病院改革プラン」

市

政

懇

談

会

＆

パ

ブ

リ

ッ

ク

・

コ

メ

ン

ト

参会人数場所時間月日

５１名　港南コミセン①午後１時３０分～　②午後６時３０分～１１月５日昌

５２名　東部地区公民館①午前１０時００分～　②午後１時３０分～
１１月８日松

２２名　幌糠地区公民館①午後６時３０分～

３５名　港東コミセン①午前１０時００分～　②午後１時３０分～１１月９日掌

７名　こさえーる①午後２時３０分～
１１月１０日捷

２６名　港北コミセン①午後６時３０分～

５９名　港西コミセン①午後２時３０分～　②午後６時３０分～１１月１１日昇

２５２名７カ所合　　計

■平成２０年度 市政懇談会の開催状況及び参加人数

港南コミセン（沖見町） 東部地区公民館（南町） 港西コミセン（港町）

港東コミセン（高砂町） こさえーる（藤山町） 幌糠地区公民館（幌糠町）

平成２０年１１月１１日現在

港北コミセン（元町）

多
く
の
市
民
の
声
を
反
映
す
る
計
画
に

市
政
懇
談
会
を
各
地
域
で
開
催

２３

　

私
が
、
行
政
の
責
任
者
と
し
て
２
年
８

か
月
が
過
ぎ
、「
誠
心
誠
意
」
今
ま
で
留
萌

市
の
市
政
運
営
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。

市
立
病
院
の
健
全
化
、
医
師
確
保
に
つ
い

て
は
当
初
考
え
て
い
た
以
上
に
難
し
い

問
題
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ

に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
多
く
の
負
担
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
留
萌

市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
ご
理
解
い

た
だ
き
な
が
ら
、
も
う
一
度
市
立
病
院
の

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
マ
チ
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

生
き
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
マ
チ
づ
く
り
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
度
の
財
政
危
機
の
大
半
は
市
立

病
院
の
累
積
赤
字
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
本
当
に
大
き
な
ご
負
担
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る

留
萌
市
立
病
院
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

新
た
な
赤
字
を
出
さ
ず
単
年
度
収
支
の

均
衡
を
図
り
、
さ
ら
に
黒
字
経
営
と
な
る

よ
う
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、『
医
師
確
保
』
を
自
分

に
科
せ
ら
れ
た
一
番
の
使
命
と
し
て
、
脳

神
経
外
科
・
循
環
器
科
な
ど
の
固
定
医
を

確
保
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
回
復
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

身の丈にあった市政に取り組みます

「医師確保」に全力を注ぎます

留萌市長

高 橋 定 敏

留萌市立病院長

笹 川 　裕



４５

「留萌市財政健全化計画」に　関するご意見とご質問など

【市長】市全ての事業に国の許可が必要になる。国

の指導で市民に相当の負担がかかることになる。

再生団体になったらまちの経済そのものが破綻し

てしまう。何がなんでも避けなければならない。

【市長】今、財政は危機的な状況にある。財政危機

宣言を通して、市民の皆さまにはそうした状況を

理解してもらいたい。何がなんでも目標を達成し

なければならないという強い思いでいる。

【市長】１７年の計画とおりには進んでいる。地域医

療をなんとしても守るため、新たな計画の策定が

必要となった。

健全化計画全般

職員給与

市政懇談会での市民の声＆市長と院長の考え方を紹介

【市長】まちを第三者にゆだねることは考えていな

い。その道を選ばず再生団体を避け、市民と行政

と議会が一緒になって情報を共有して留萌の再建

をし、地域医療を守っていく。

【市長】この計画で提示した数字の中でやり繰りを

しないと財政危機を乗り越えられない。病院特例

債を借りて本来５年で立てないとならない計画を、

財政規模も考慮し７年に延ばしてもらった。国の

指導の中ではこれ以上延ばすことはできない。

【市長】国の出先機関、道の出先機関の再編の問題

もあるが、それらを含めた人口動態を考慮しなが

ら、状況によっては4,000人もの減少を見なければ

ならず、それを見込んで数値は出している。

【市長】今回の計画は市民にこれだけの痛みを与え

るわけであり、職員にも地域医療を守るために計

画実施に当たっての痛みを理解してもらいたいと

いう強い思いである。

【院長】医師・看護師が足りず休んでいる病床があ

る。給与削減で減るようなことがあれは本末転倒

な話で、単純にカットすると内部崩壊にもつなが

りかねない。確保策・対応策を練って、どの辺が妥

当なのか検討していきたい。

【市長】今回の計画はやっていかなければ財政再建

はできない。職員一人ひとりが政策立案能力を高

め、使命感、責任をもって任務を果たしこの財政

状況を乗り切っていこうというお願いをしている。

【市長】赤平は全くやってきていなかった。３０％削

減も１、２年の間だけ。留萌はこれまで１０年間給与

削減を実施してきている。理解していただける数

字と思っている。

温水プールぷるも

市政懇談会での市民の声＆市長と院長の考え方を紹介

地域コミュニティ 歳入・税率引き上げ

【市長】私としては、一旦休止し、計画を進めて病

院が順調に健全化に向かったなら、再開できる手

立てを講じて行きたい。管理費にも十分配慮して

いきたい。財政状況がよくなれば７年よりも早く

再開がありうる。

【市長】当時はまだ借金ができる状況で、過疎債な

どを利用し、子どもたちの夢を叶えるためにプー

ルを作った。

【市長】プールを守るため、非常に苦しい財政状況

の中、職員や皆さんの協力でずいぶん他の経費を

削減して努力し、今日まで３億５千万円の市税を

投じながら継続してきた。子どもの夢を踏みにじ

る苦しい判断をしなければならないと思っている。

【市長】子どもは宝であり、プールは守りたいとい

う強い思いがあったが、毎日救急車で患者が運ば

れる姿を見たとき、子どもたちには申し訳ないが

我慢していただきたいという気持ちである。

【市長】指定管理者などの努力で利用者の増、経費節

減もできたが、それでも管理費をあわせて毎年５千

万円は重い。つらい思いであるが、全体を考えると

どうしても負担できない。今回は病院を守るため

にはプールの休止を決心せざるを得なかった。

【市長】子どもたちの教育・夢に手をつけざるを得な

いことに心からお詫びし、このまちをもう一度見つ

め直して、新たな価値観で、自分たちがどういう生

き方をすればいいのかを、子どもたちと率直に話を

しながら、留萌のまちの美しさを共有していきたい。

【市長】市議会において、市民の痛みを感じながら

しっかり議論されるものと思っている。

【市長】地域コミュニティは一番大切と考えている。

各地の意見も聞いた上でしっかり議論していく。

【市長】計画の中では大きな部分を占めるので、何

とか協力していただきたい。１年でも早く病院が

立ち直ったなら、行政と市民が一体となって市民

の満足度を高めていきたい。

【市長】毎年ではなく、税率を７年間一定の率にす

る計画です。財政状態が黒字になれば、意見交換し

ながら戻していきたいと考えている。

市議会

当初の運営経費より削減できているので、更なる

努力をすると休止しなくとも良いのではないか。

プールの運営費は大きいが、大人は我慢してもい

いので子どもたちの夢を大切にしてやってほしい。

病院も大事であるが子どもは宝である。市長も簡単

に子どもにも我慢をしてもらうと言ってほしくない。

プールは身の丈に合っていたのか。利用者も水泳

サークル程度でほとんどいない。市民感覚とかけ

離れている。プールはなくても生きていけるが病

院はないと困る。廃止するのであれば仕方ない。

少年団が１万人の署名を集めた。何とかぷるもを

維持できないのか。

プールの休止とは、再開もあるということか。

固定資産税、軽自動車税は毎年あげていくのか。

黒字に転換したら、税率アップはやめるのか。

固定資産税は国民健康保険税にも影響してくる。

そういう影響を考え、増税だけはやめてほしい。

地区公民館は歴史がある、地域にとって交流の大

切な場。一気に切られると、このまま運営を続け

るのは無理だが、地域としてはなくしたくない。

段階を追って３年とかで見直しをしてほしい。

議会にも責任がある。議員はどう考えているのか。

市民が見直し項目に対して反対となればどう対応

していくのか。計画は延びることになるのか。

人口減少の中で５億円を７年間も出せるのか不安

を感じている。これだけの負担を受け、自然減、

支庁制度改革、開発局の廃止意向などもある。

市民にかなり負担をかけるものである。早く再生

団体になってもらいたい。第三者の意見を入れ、

これが正しいのか判断をしたほうがいい。

ぷるも存続の陳情団に対し市長はノーの返事をし

た。財政再建にかける市長の決意の表れと受け止

めている。現実性はどうか。

１７年にも平準化ということで財政再建をかけたが、

そのとおりにはいっていない。今回も絵に描いた

餅に終わるのではないか。

夕張になったら大変だといわれているが、どの程

度なのか。財政再生団体になってしまったら、普

通のまちに戻るのは難しいのか。

夕張・赤平は３０％削減となっている。２０％で十分

と考えているのか。多くの市民から理解してもら

えるのか。

２０％の削減は職員には大変な負担で理解できるが、

やる気のある職員の意欲を削ぐ危惧がある。

職員給与をかなり削減するが、看護師とか人材確

保は大丈夫なのか。

危惧しているのは、市民の負担は計画どおりで、

職員給与の削減が最終的に減ること。市長に計画

どおり職員給与の削減をやり通す決意を聞きたい。



市政懇談会での市民の声＆市長と院長の考え方を紹介 

月　

日
捷

か
ら　

月　

日
捷

２７

１１

１７

ま
で
実
施
し
ま
し
た
意
見
募

集
に
つ
い
て
、
個
人　

名
と
２
団

１０

体
か
ら
述
べ　

件
の
ご
意
見
が
寄

４８

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主

な
ご
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
▼
公
共
施
設
や
教
育
を
犠
牲
に
し
、

市
立
病
院
だ
け
に
多
額
の
税
金
を

投
じ
る
こ
と
に
反
対
。

【
市
】今
回
の
財
政
健
全
化
計
画
で

は
、財
政
破
綻
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

市
民
の
生
命
に
関
わ
る
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
市
内
の
民
間
病
院
に
足
り
な
い

診
療
科
を
、
市
立
病
院
で
賄
え
れ

ば
良
い
の
で
は
。

【
市
】全
て
の
診
療
科
に
お
い
て
、

民
間
病
院
だ
け
で
の　

時
間
体
制

24

の
確
立
は
で
き
な
い
た
め
、市
立

病
院
に
お
け
る　

時
間
体
制
の
維

24

持
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
▼
ぷ
る
も
愛
好
者
は
受
益
者
負
担

の
増
加
は
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
営

業
時
間
の
短
縮
、
館
内
の
掃
除
な

ど
も
自
ら
協
力
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
水
泳（
教
育
）、お
年
寄
り

の
楽
し
み
、
リ
ハ
ビ
リ
、健
康
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
留
萌
市
全
体
が
危
機
的
状
況
下

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
は
我
慢

を
し
て
、
将
来
、
財
政
的
に
再
開

の
目
処
が
立
っ
た
時
点
で
再
開
す

る
よ
う
に
健
全
化
を
頑
張
っ
て
頂

き
た
い
。

【
市
】市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、

1
施
設
で
毎
年
約
４
千
万
円
の
赤

字
補
て
ん
は
、
体
力
を
超
え
た
大

き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
予
算
に

手
を
つ
け
な
け
る
こ
と
は
避
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず

は
市
立
病
院
の　

億
円
と
い
う
赤

35

字
を
解
消
し
、
地
域
医
療
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
休
止
し
た
公
共
施
設
の

再
開
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
を
み
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
▼
赤
平
市
が　

％
の
削
減
に
踏
み

30

込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
留
萌
市

は
本
当
に　

％
で
良
い
の
か
。

20

▼
留
萌
市
民
の
平
均
給
与
を
踏
ま

え
た「
留
萌
市
独
自
の
基
準
」と
す

る
こ
と
。

【
市
】留
萌
市
は
、赤
平
市
と
は
状

況
が
違
い
、平
成　

年
度
か
ら　

１１

１０

年
間
、給
与
削
減
を
続
け
て
き
て

い
ま
す
。

　

職
員
数
も
今
年
度
末
に
は
平
成

　

年
度
と
比
較
し
て　

名
を
越
え

１１

１５０

る
減
少
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の　

％
の
削
減
案
は
厳
し
い

20

内
容
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
▼
市
議
会
議
員
の
定
数
を
削
減
し
、

歳
出
削
減
を
し
て
は
。

【
市
】議
員
定
数　

名
は
、
都
市
の

１６

中
で
も
、
最
少
レ
ベ
ル
で
す
。

　

報
酬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
議
論
さ
れ
、

結
論
に
つ
い
て
は
計
画
に
反
映
さ

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
▼
４
つ
の
コ
ミ
セ
ン
を
各
々
が
自

主
運
営
す
る
は
難
し
い
の
で
、
利

用
頻
度
が
高
く
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
良
い
1
館
に
集
約
し
、
新
た
な

交
流
の
場
に
で
き
な
い
か
。

【
市
】コ
ミ
セ
ン
は
、町
内
会
行
事

や
集
会
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
越
え
た
交
流
の
場
に
つ

い
て
は
、中
央
公
民
館
へ
集
約
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

件数内　　容

１７件市立病院

１０件温水プールぷるも

５件職員給与

３件留萌市議会

１件コミセン

１２件その他

４８件合計

■ 意見の内訳

「留萌市財政健全化計画」
「留萌市立病院改革プラン」

今回紹介できなかったすべてのご

意見は、市ホームページと市役所の

市政情報コーナー等で公表してい

ます。ご意見をお寄せくださいま

した皆様にお礼申し上げます。な

お、意見に対する回答は、後日個別

に送付させていただきます。

お の 葉礼 言

検討案に対して寄せられた市民からの声（パブリック・コメント）

　
１０

６７

市
立
病
院

温
水
プ

ル
ぷ
る
も

職
員
給
与

留
萌
市
議
会

コ
ミ
セ
ン

「留萌市立病院改革プラン」に関するご意見とご質問など

市立病院の経営

【院長】国に提出するプランは確定していない部分

を盛り込めないので、最低限の計画になっている。

２７年度で達成可能。プラス要因で達成されれば計

画を良い意味で修正していきたい。

【市長】道は「二次医療機関として守る」、周辺町村は

「支援して維持しなければならない」という考え方

であった。町村会などでも議論し理解をいただいて

いるが、実際の支援の面については町村それぞれの

議会の中でも議論されていくものと思っている。

【院長】不採算部門は全てやめるよう国から指導さ

れると思われる。救急、小児、産科はなくなるな

ど規模が縮小され、毎回旭川に救急車で搬送する

ことになり、公立病院としての機能が維持できな

くなる。夕張・赤平も機能低下に陥っている。

【院長】一朝一夕で簡単にはいかないが、私自身が

係わり徹底した職員の意識改革・教育・指導体制を

取ることを約束するので、ご理解願いたい。

【市長】国の医療制度は間違っていたと思う。全国、

全道市長会でも医療制度改革に対する批判があり、

国に対し地方の自治体病院を守るための施策を求

め、病院特例債という制度も認めてもらってきた。

【市長】消化器病センターの南医師は多くの症例を

こなしている優秀な医師。笹川院長も札幌医科大

学の教授になった。その教授が市立病院の院長を

務めていることで、いい方向に向かい優秀なス

タッフが集まるものと期待している。

【院長】これまでの未収金は１０月末で１．３億円あり、

徴収専門担当が広域に訪問などをして回収してい

る。その額が年間約2,400万円。しかし、新たな発

生分もある。土・日に徴収できる体制などを整え

たので、徴収漏れのない様に対応して行きたい。

【院長】市内の年齢構成を考えると、あと２０年くら

いはガン、脳梗塞、心筋梗塞、肺炎の患者が増える

ことが予想される。開業医は、医師が一人であり

全てに対応するには難しい状況。この地域では一

病院だけでは十分でない。

▼今回、市民の皆さんから寄せられた貴重なご意見・要望、パブリックコメントをもとに、

「留萌市財政健全化計画」「留萌市立病院改革プラン」をまとめていきます。

　計画が決まり次第、広報るもいや留萌市ホームページでお知らせします。

ご意見をもとに計画案をまとめていきます

お問い合わせ先

財務課 緯４２・１８１３／留萌市立病院 緯４９・１０１１／市・企画調整課 緯４２・１８０９

再生団体になってしまった場合、病院はどうなっ

てしまうのか。

市立病院の悪い話は伝わるが、良い話は伝わらな

い。市民に赤字を解消し市立病院を守るとの思い

があるのであれば市立病院を使い、病院も市民の

期待にこたえられるよう取り組んでほしい。

優秀な医師を確保して医師を増やせば、患者も増

え収益は上がると思う。

脳神経外科と循環器科の固定医師を増やす計画だ

が、市内開業医との競合で収益が上がるのか。

新たな赤字を作らないプランになっているが、今

まで努力していてもこの状態である。本当に計画

どおり行くのか。

地域医療を守るのは留萌市だけではない。管内全

体で取り組んでいくべきではないか。

国の政策によって大きな影響を受けている。留萌

の制度改正で収入が減ったわけではない。なぜ地

方や市民の努力だけなのか。

市立病院の未収金はいくらあるのか。未収金対策

はしっかりするべき。
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